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論
説
朝
鮮
・
世
宗
⊥　　
パ
ー
慶
尚
道
地
域
の
事
例
を
中
心
と
し
て
年
の
定
数
寺
刹
指
定
と
そ
の
意
義
問
題
の
所
在
安
　
田
　
純
　
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
　
「
仏
氏
之
害
、
倫
理
を
段
棄
し
、
必
ず
将
に
禽
獣
に
率
い
て
人
類
を
滅
ぼ
す
に
至
ら
し
め
ん
と
す
。
名
教
を
主
る
者
は
、
当
に
敵
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
為
し
て
力
め
て
攻
む
る
べ
き
者
な
り
。
」
1
朝
鮮
王
朝
創
業
の
立
役
者
鄭
道
伝
が
仏
教
を
非
難
し
て
語
っ
た
こ
の
言
葉
に
よ
る
と
、
仏
教
は
倫
理
を
破
壊
し
て
禽
獣
に
従
っ
て
人
類
を
滅
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
儒
教
を
司
る
者
は
敵
と
し
て
攻
撃
す
る
の
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
　
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
四
七
五
年
間
続
い
た
高
麗
王
朝
が
滅
亡
し
て
朝
鮮
王
朝
が
成
立
す
る
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
高
麗
の
も
と
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
繁
栄
を
続
け
て
き
た
仏
教
は
抑
圧
（
抑
仏
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
朝
鮮
仏
教
約
一
、
六
〇
〇
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
の
朝
鮮
王
朝
初
期
が
も
っ
と
も
大
き
な
転
換
点
に
あ
た
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
抑
仏
政
策
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
1
思
想
的
立
場
か
ら
の
儒
者
安田朝鮮・世宗六年の定数寺刹指定とその意義1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
斥
仏
（
排
仏
、
廃
仏
）
論
の
研
究
、
2
仏
教
政
策
の
研
究
、
3
寺
刹
の
奴
蝉
、
土
地
の
所
有
権
等
の
諸
制
度
の
研
究
、
が
行
わ
れ
て
き
た
。
　
本
稿
に
関
わ
る
2
、
3
の
研
究
で
は
、
朝
鮮
初
期
に
つ
い
て
の
基
本
史
料
で
あ
り
、
か
つ
編
年
史
料
で
あ
る
『
李
朝
実
録
』
（
1
1
以
下
、
『
実
録
』
）
に
基
づ
き
、
当
時
の
政
策
に
即
し
て
編
年
的
に
整
理
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
策
の
議
論
・
立
案
↓
国
王
の
裁
可
↓
施
行
の
過
程
を
記
録
す
る
『
実
録
』
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
政
策
が
実
際
に
実
施
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑
念
を
呈
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
具
体
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
二
人
の
先
学
の
説
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
韓
国
の
李
廷
柱
氏
は
、
太
宗
代
か
ら
世
宗
代
に
か
け
て
強
力
な
抑
仏
政
策
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
政
策
と
実
態
と
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
そ
の
ま
ま
実
施
で
き
な
い
「
死
法
」
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
　
李
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
初
期
に
寺
刹
数
の
削
減
が
行
わ
れ
、
寺
刹
の
建
立
は
継
続
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寺
刹
の
重
創
（
再
建
）
は
た
び
た
び
行
わ
れ
て
お
り
、
施
行
さ
れ
た
政
策
が
文
面
通
り
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
一
方
で
、
政
策
が
ま
っ
た
く
施
行
さ
れ
で
い
な
い
形
式
的
な
法
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
疑
念
が
残
り
、
史
料
を
補
っ
た
上
で
の
具
体
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
　
も
う
一
つ
は
、
有
井
智
徳
氏
の
説
で
あ
る
。
有
井
氏
は
、
土
地
制
度
史
の
立
場
か
ら
政
策
に
つ
い
て
考
察
し
、
太
宗
、
世
宗
代
の
寺
田
改
革
は
、
全
国
の
寺
刹
の
田
地
を
す
べ
て
属
公
（
政
府
が
没
収
す
る
こ
と
）
し
た
も
の
で
は
な
く
、
定
数
外
と
さ
れ
た
寺
刹
の
収
租
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
地
を
属
公
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
定
数
外
の
寺
刹
で
は
自
ら
耕
作
す
る
土
地
と
し
て
の
寺
田
は
存
続
し
た
と
し
て
い
る
。
　
有
井
氏
の
解
釈
に
よ
る
と
、
太
宗
、
世
宗
代
の
改
革
は
収
租
地
と
し
て
の
寺
田
〔
及
び
奴
脾
〕
の
み
が
属
公
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
実
質
的
な
寺
刹
自
体
の
削
減
に
は
及
ぼ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
有
井
氏
は
、
政
策
の
施
行
自
体
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
影
響
を
限
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（
8
）
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
見
解
の
差
異
を
埋
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
策
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
実
際
に
政
策
が
施
行
さ
れ
た
地
方
社
会
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
特
定
の
時
期
、
場
所
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
抑
仏
政
策
の
一
端
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
時
期
は
、
朝
鮮
前
期
の
仏
教
政
策
の
う
ち
最
も
「
革
新
的
」
な
政
策
（
崔
在
葭
氏
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
世
宗
六
年
（
一
四
二
四
）
四
月
の
三
六
ヵ
寺
の
定
数
寺
刹
の
指
定
を
基
準
と
す
る
。
本
稿
の
二
章
で
は
、
『
実
録
』
の
記
述
に
則
し
て
世
宗
六
年
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
整
理
し
、
三
章
で
は
世
宗
六
年
以
後
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
場
所
は
、
朝
鮮
半
島
の
南
東
部
の
慶
尚
道
地
域
を
対
象
と
す
る
。
慶
尚
道
は
、
新
羅
の
古
都
慶
州
を
含
む
地
で
あ
り
、
三
国
時
代
以
来
長
き
に
わ
た
っ
て
寺
刹
の
建
立
が
行
わ
れ
て
き
た
地
で
あ
る
。
史
料
的
に
見
て
も
一
五
世
紀
の
『
慶
尚
道
地
理
志
』
、
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
が
伝
存
し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
『
世
宗
実
録
」
地
理
志
、
『
〔
新
増
〕
東
国
輿
地
勝
覧
』
と
い
っ
た
全
国
地
誌
を
参
照
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
朝
鮮
初
期
の
地
方
誌
と
し
て
唯
一
伝
存
す
る
慶
尚
道
の
地
誌
は
ほ
と
ん
ど
参
照
し
て
い
な
い
。
本
稿
の
三
章
で
は
、
こ
う
し
た
地
誌
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
世
宗
六
年
以
後
に
慶
尚
道
で
起
こ
っ
た
動
き
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
二
　
定
数
寺
刹
指
定
と
そ
の
前
史
　
三
国
時
代
に
朝
鮮
半
島
へ
伝
来
し
た
仏
教
は
、
中
央
か
ら
地
方
へ
と
波
及
し
、
こ
の
動
き
は
高
麗
時
代
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
、
寺
刹
と
民
家
が
混
在
す
る
ほ
ど
と
な
り
、
末
期
に
は
河
辺
や
山
奥
で
寺
刹
の
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
さ
れ
、
寺
刹
は
莫
大
な
財
産
を
蓄
え
　
　
　
　
　
（
0
1
）
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
朱
子
学
を
信
奉
す
る
新
進
官
僚
を
中
心
に
仏
教
教
団
に
対
す
る
批
判
が
台
頭
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
安田朝鮮・世宗六年の定数寺刹指定とその意義3
財
源
確
保
を
目
的
と
す
る
抑
仏
政
策
が
実
施
さ
れ
、
朝
鮮
王
朝
の
第
三
代
太
宗
、
第
四
代
世
宗
の
時
代
に
は
僧
、
田
地
、
奴
碑
の
額
を
定
め
た
定
数
寺
刹
の
指
定
へ
と
帰
結
す
る
。
　
ま
ず
、
太
宗
六
年
（
一
四
〇
六
）
三
月
に
は
、
高
麗
時
代
（
前
朝
）
の
『
密
記
』
に
記
載
さ
れ
た
禅
補
寺
刹
と
地
方
各
邑
の
『
踏
（
1
1
）
山
記
』
に
記
載
さ
れ
た
寺
刹
の
中
で
、
漢
陽
（
新
都
）
、
開
城
（
旧
都
）
に
は
禅
宗
・
教
宗
の
各
一
ヵ
寺
を
指
定
し
、
属
田
二
〇
〇
結
、
奴
碑
一
〇
〇
人
を
支
給
し
て
僧
一
〇
〇
人
を
供
養
し
、
そ
の
ほ
か
の
各
寺
に
は
田
一
〇
〇
結
、
奴
脾
五
〇
人
を
支
給
し
て
僧
五
〇
人
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
供
養
し
、
各
道
の
界
首
官
に
は
禅
宗
・
教
宗
の
中
か
ら
一
ヵ
寺
を
指
定
し
、
田
一
〇
〇
結
、
奴
碑
五
〇
人
を
支
給
し
、
各
邑
の
邑
内
の
資
福
寺
に
は
田
二
〇
結
・
奴
碑
一
〇
人
を
支
給
し
て
僧
一
〇
人
を
供
養
し
、
邑
外
の
各
寺
に
は
田
六
〇
結
・
奴
碑
三
〇
人
を
支
給
し
て
僧
三
〇
人
を
供
養
し
た
。
定
数
外
の
寺
刹
の
田
地
や
奴
碑
は
す
べ
て
属
公
し
、
こ
れ
ら
の
寺
刹
に
は
柴
地
（
燃
料
補
給
地
）
一
、
二
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
の
み
を
支
給
し
た
。
こ
の
時
認
定
さ
れ
た
寺
刹
は
、
全
部
で
二
四
二
寺
で
あ
っ
た
。
　
太
宗
七
年
（
一
四
〇
七
）
一
二
月
に
は
、
定
数
内
の
資
福
寺
の
中
に
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
寺
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
古
く
か
ら
の
大
寺
で
あ
り
な
が
ら
定
数
外
と
な
っ
た
寺
刹
も
あ
る
た
め
、
山
中
や
河
辺
の
景
勝
地
の
大
寺
を
指
定
し
て
各
邑
の
資
福
寺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
代
替
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
時
、
全
部
で
八
八
ヵ
寺
が
代
替
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
続
く
世
宗
六
年
（
一
四
二
四
）
四
月
に
は
以
下
の
よ
う
な
政
策
が
施
行
さ
れ
た
。
史
料
が
長
文
に
わ
た
る
た
め
、
慶
尚
道
以
外
の
地
域
の
寺
刹
名
及
び
そ
の
属
田
、
居
僧
数
を
省
略
し
て
引
用
す
る
と
以
下
の
通
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
お
の
　
　
礼
曹
啓
す
ら
く
、
「
釈
氏
の
道
、
禅
教
両
宗
の
み
。
そ
の
後
正
伝
・
傍
伝
、
各
業
と
す
る
所
を
以
て
、
分
ち
て
七
宗
と
為
す
。
誤
　
　
を
伝
え
誰
を
承
け
、
源
は
遠
く
し
て
末
は
益
々
分
れ
、
実
に
そ
の
師
の
道
に
悦
ず
る
有
り
。
且
つ
中
外
に
多
く
寺
社
を
建
て
、
各
　
　
宗
に
分
属
す
。
そ
の
数
は
狸
り
に
多
く
、
繕
流
四
散
し
、
暖
廃
し
て
居
ら
ず
、
修
葺
し
て
継
が
ず
、
漸
く
頽
殿
を
致
す
。
乞
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
く
は
曹
渓
．
天
台
．
掘
南
三
宗
を
以
て
合
せ
て
禅
宗
と
為
し
、
華
巌
（
厳
か
）
・
慈
恩
・
中
神
・
始
興
四
宗
も
て
合
せ
て
教
宗
と
4東洋文化研究13号
　
　
為
す
。
中
外
に
僧
徒
を
寓
す
る
に
堪
う
る
の
処
を
択
び
、
量
え
て
宜
し
く
三
十
六
寺
を
置
き
、
両
宗
に
分
隷
し
、
田
地
を
優
給
し
、
　
　
居
僧
の
額
を
酌
定
し
、
群
居
・
作
法
し
て
、
こ
れ
を
し
て
そ
の
道
を
精
修
せ
し
む
。
傍
お
僧
録
司
を
革
め
、
京
中
興
天
寺
を
以
て
　
　
禅
宗
都
会
所
と
為
し
、
興
徳
寺
も
て
教
宗
都
会
所
と
為
さ
し
め
よ
。
年
行
倶
に
高
き
者
を
棟
取
し
、
以
て
両
宗
行
首
掌
務
と
為
し
、
　
　
僧
中
之
事
を
察
せ
し
む
。
今
分
属
せ
る
寺
社
居
僧
の
定
額
・
田
地
の
結
数
を
将
っ
て
、
開
坐
・
啓
聞
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
禅
宗
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
寺
十
八
、
田
四
千
二
百
五
十
結
。
（
中
略
）
慶
尚
道
晋
州
断
俗
寺
元
属
田
一
百
結
、
今
加
給
一
百
結
、
居
僧
一
百
。
慶
州
砥
（
祇
　
　
か
）
林
寺
元
属
田
一
百
結
、
今
加
給
五
十
結
、
居
僧
七
十
。
（
中
略
）
教
宗
属
寺
十
八
、
田
三
千
七
百
結
。
（
中
略
）
慶
尚
道
巨
済
　
　
見
巌
寺
元
属
田
五
十
結
、
今
加
給
一
百
結
、
居
僧
七
十
。
陳
川
海
印
寺
元
属
田
八
十
結
、
今
加
給
一
百
二
十
結
、
居
僧
一
百
。
　
　
（
中
略
）
」
こ
れ
に
従
う
。
（
1
1
以
下
、
史
料
A
）
　
史
料
A
で
は
、
礼
曹
の
啓
に
基
づ
き
、
世
宗
は
以
下
の
よ
う
に
裁
可
し
た
。
1
曹
渓
宗
、
天
台
宗
、
捻
南
宗
の
三
宗
は
禅
宗
に
、
華
厳
宗
、
慈
恩
宗
、
中
神
宗
、
始
興
宗
の
四
宗
は
教
宗
に
所
属
さ
せ
、
2
中
央
、
地
方
の
寺
刹
の
中
で
僧
が
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
寺
刹
を
三
六
ヵ
寺
指
定
し
て
、
各
一
八
ヵ
寺
を
両
宗
に
分
属
さ
せ
（
う
ち
、
慶
尚
道
は
禅
宗
二
ヵ
寺
、
教
宗
二
ヵ
寺
）
、
3
三
六
の
指
定
寺
刹
に
は
定
額
の
田
地
を
支
給
し
て
居
僧
の
数
も
決
定
し
、
4
僧
録
司
を
廃
止
し
て
、
王
都
内
の
興
天
寺
を
禅
宗
都
会
所
に
、
興
徳
寺
を
教
宗
都
会
所
と
し
た
。
　
崔
在
酸
氏
は
、
こ
の
三
六
ヵ
寺
の
定
数
が
世
宗
の
在
位
期
間
中
は
大
き
く
変
化
し
な
か
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
時
支
給
さ
れ
た
田
地
の
量
（
結
数
）
や
地
域
分
布
を
分
析
し
、
王
都
漢
陽
や
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
王
室
の
た
め
に
仏
事
を
行
っ
た
寺
刹
に
多
く
の
田
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か
に
地
域
別
に
禅
宗
、
教
宗
の
寺
刹
を
分
布
さ
せ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
崔
氏
は
三
六
ヵ
寺
が
地
方
の
治
所
な
い
し
中
心
所
と
し
て
の
役
割
を
主
と
し
、
朝
鮮
初
期
か
ら
中
期
に
向
か
う
に
つ
れ
て
、
三
六
ヵ
寺
が
王
室
や
国
家
の
た
め
の
機
能
よ
り
も
民
衆
の
た
め
の
機
能
を
果
た
す
寺
刹
へ
と
変
貌
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
安田朝鮮・世宗六年の定数寺刹指定とその意義5
　
崔
氏
の
指
摘
の
う
ち
、
地
域
分
布
や
機
能
の
変
化
に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
る
も
の
の
、
三
六
ヵ
寺
の
定
数
寺
刹
の
制
度
が
形
式
的
も
し
く
は
実
質
的
に
有
効
で
あ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
修
正
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
定
数
寺
刹
が
地
方
の
中
間
治
所
・
中
心
所
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
す
る
見
解
は
崔
氏
以
前
か
ら
通
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
論
拠
は
特
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
三
　
慶
尚
道
地
域
の
事
例
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本
章
で
は
、
定
数
寺
刹
の
指
定
が
慶
尚
道
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
定
数
寺
刹
、
定
数
外
寺
刹
に
分
け
て
検
討
す
る
。
1
　
定
数
寺
刹
　
世
宗
六
年
四
月
に
は
、
慶
尚
道
で
は
四
ヵ
寺
が
指
定
さ
れ
た
。
史
料
A
に
基
づ
き
、
四
ヵ
寺
の
属
田
数
、
居
僧
数
を
一
覧
に
す
る
と
表
1
の
通
り
。
　
以
下
、
一
ヵ
寺
ず
つ
検
討
し
て
い
く
。
　
〔
断
俗
寺
〕
　
晋
州
の
断
俗
寺
は
、
慶
尚
南
道
山
清
郡
丹
城
面
に
存
在
し
た
寺
で
あ
る
が
、
現
在
は
寺
肚
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
新
羅
の
景
徳
王
二
二
年
（
七
六
三
）
、
上
大
等
信
忠
ら
が
免
職
さ
れ
た
際
に
王
の
寵
臣
と
な
っ
て
い
た
大
奈
麻
李
純
が
突
然
山
中
に
隠
棲
し
て
僧
と
な
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
景
徳
王
の
た
め
に
断
俗
寺
を
建
て
た
と
い
う
。
断
俗
寺
は
八
世
紀
の
創
建
と
伝
え
る
が
、
一
九
九
九
年
に
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
が
発
掘
調
査
を
行
・
た
結
果
、
九
世
紀
前
半
以
降
の
遺
物
の
存
在
は
確
認
さ
れ
た
も
の
の
・
八
世
紀
の
遺
物
は
確
認
で
き
て
い
縫
・
景
徳
王
代
の
創
建
の
是
非
は
と
も
か
く
、
断
俗
寺
が
新
羅
以
来
の
伝
統
を
持
つ
古
刹
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
寺
に
新
羅
の
憲
徳
王
五
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
（
八
＝
二
年
）
に
建
て
ら
れ
た
『
神
行
禅
師
碑
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
　
断
俗
寺
に
は
、
世
宗
六
年
以
前
に
は
一
〇
〇
結
支
給
さ
れ
て
い
た
。
太
宗
六
年
に
各
道
の
寺
刹
の
田
地
支
給
額
を
決
定
し
た
際
、
各
道
の
界
首
官
に
は
禅
宗
・
教
宗
の
中
か
ら
一
寺
を
選
ん
で
置
き
、
田
一
〇
〇
結
、
奴
埠
五
〇
人
を
支
給
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
断
俗
寺
は
こ
の
時
に
界
首
官
で
あ
る
晋
州
牧
の
定
数
寺
刹
と
し
て
田
一
〇
〇
結
、
奴
埠
五
〇
人
が
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
世
宗
六
年
に
一
〇
〇
結
が
加
給
さ
れ
、
属
田
は
二
〇
〇
結
と
な
っ
て
い
る
。
　
『
世
宗
実
録
』
巻
一
五
〇
・
地
理
志
・
慶
尚
道
晋
州
牧
条
で
は
、
断
俗
寺
の
項
で
「
給
田
一
百
五
十
結
」
と
し
て
い
る
。
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
は
、
端
宗
二
年
（
一
四
五
四
）
に
完
成
し
た
『
世
宗
実
録
』
の
一
部
と
し
て
現
在
に
伝
わ
る
が
、
そ
の
原
型
は
世
宗
六
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
四
二
四
）
＝
月
に
世
宗
が
†
季
良
に
全
国
の
地
誌
及
び
各
邑
の
沿
革
を
撰
進
す
る
こ
と
を
命
じ
た
の
に
始
ま
り
、
春
秋
館
が
こ
の
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
業
を
担
当
し
て
資
料
蒐
集
を
行
い
、
か
つ
寺
刹
関
連
の
文
籍
も
探
し
て
地
理
志
の
編
纂
に
備
え
た
。
そ
し
て
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
等
の
各
道
の
地
理
志
を
一
ヵ
所
に
集
め
て
『
新
撰
八
道
地
理
志
』
（
世
宗
一
四
年
〔
一
四
三
二
〕
完
成
）
が
編
纂
さ
れ
、
後
に
『
世
宗
実
録
』
の
地
理
志
と
し
て
編
入
さ
れ
た
。
『
慶
尚
道
地
理
志
』
仏
宇
条
に
は
各
寺
刹
の
給
田
数
の
記
載
が
な
い
の
で
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
に
見
え
る
断
俗
寺
の
給
田
数
の
記
載
は
、
ほ
か
の
資
料
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
ろ
う
が
、
断
俗
寺
は
世
宗
六
年
か
ら
同
一
　
表
1
　
慶
尚
道
内
の
定
数
寺
刹
（
史
料
A
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
（
一
四
二
四
～
一
四
三
二
）
の
あ
る
時
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
一
五
〇
結
の
田
地
を
所
有
し
て
い
た
と
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ら
れ
る
。
世
宗
六
年
に
属
田
を
一
〇
〇
結
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
し
て
二
〇
〇
結
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
実
際
に
は
五
〇
結
の
み
加
給
さ
れ
た
か
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
結
加
給
さ
れ
て
ま
も
な
く
五
〇
結
減
給
宗
派
邑
名
寺
名
元
属
田
奮
加
給
田
（
結
）
属
田
合
計
（
結
）
居
僧
（
人
）
禅
宗
晋
州
断
俗
寺
一
〇
〇
一
〇
〇
二
〇
〇
一
〇
〇
禅
宗
慶
州
祇
林
寺
一
〇
〇
五
〇
一
五
〇
七
〇
教
宗
巨
済
見
巌
寺
五
〇
一
〇
〇
一
五
〇
七
〇
教
宗
陳
川
海
印
寺
八
〇
一
二
〇
二
〇
〇
一
〇
〇
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さ
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
晋
州
道
晋
州
牧
官
条
で
は
、
断
俗
寺
に
つ
い
て
「
不
革
一
。
断
俗
寺
」
と
し
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
に
は
な
い
「
不
革
」
の
文
字
を
明
記
し
て
い
る
。
『
慶
尚
道
地
理
志
』
で
は
、
少
な
く
と
も
晋
州
牧
の
仏
宇
と
し
て
は
一
寺
（
断
俗
寺
）
の
み
が
な
く
さ
ず
に
（
不
革
）
残
っ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
　
〔
祇
林
寺
〕
　
慶
州
の
祇
林
寺
は
、
慶
尚
北
道
慶
州
市
陽
北
面
に
あ
り
、
新
羅
の
神
文
王
（
在
位
六
八
一
～
六
九
一
年
）
が
こ
の
寺
の
付
近
に
立
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
寄
っ
た
と
す
る
記
述
が
見
え
る
の
で
、
遅
く
と
も
七
世
紀
に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
。
祇
林
寺
に
は
、
世
宗
六
年
以
前
に
は
一
〇
〇
結
支
給
さ
れ
て
い
た
。
晋
州
牧
の
断
俗
寺
と
同
じ
く
、
太
宗
六
年
以
来
、
界
首
官
で
あ
る
慶
州
府
の
定
数
寺
刹
と
し
て
田
一
〇
〇
結
、
奴
碑
五
〇
人
を
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
世
宗
六
年
に
祇
林
寺
に
は
五
〇
結
が
加
給
さ
れ
、
属
田
は
一
五
〇
結
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
世
宗
実
録
』
巻
一
五
〇
・
地
理
志
・
慶
尚
道
慶
州
府
条
で
は
、
祇
林
寺
の
項
で
「
給
田
一
百
三
十
結
」
と
し
て
い
る
。
断
俗
寺
の
場
合
と
同
じ
く
、
実
際
の
加
給
は
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
か
、
五
〇
結
を
加
給
さ
れ
て
ま
も
な
く
二
〇
結
減
給
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
慶
州
道
慶
州
府
仏
宇
条
に
「
不
革
一
、
砥
林
寺
」
と
あ
る
の
で
、
祇
林
寺
は
慶
州
で
認
定
さ
れ
た
唯
一
の
寺
刹
で
あ
っ
た
。
　
〔
見
巌
寺
〕
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
　
巨
済
の
見
巌
寺
は
、
太
祖
四
年
（
＝
二
九
五
）
二
月
に
毎
年
二
度
水
陸
斎
を
行
う
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た
寺
刹
で
あ
る
。
太
宗
代
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
は
、
同
王
五
年
（
一
四
〇
五
）
一
一
月
に
王
命
に
よ
り
興
天
寺
な
ど
と
と
も
に
特
別
に
田
地
、
奴
碑
の
属
公
を
免
れ
、
太
宗
一
四
年
（一
l
一
四
）
二
月
に
、
太
宗
は
見
巌
寺
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
水
陸
斎
を
毎
年
二
月
一
五
日
か
ら
正
月
一
五
日
に
変
更
す
る
よ
う
に
命
　
　
　
　
　
（
2
6
）
令
を
下
し
て
い
る
。
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見
巌
寺
に
は
、
世
宗
六
年
以
前
に
は
五
〇
結
の
み
支
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
支
給
額
は
各
邑
の
資
福
寺
の
支
給
額
の
二
〇
結
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
邑
外
各
寺
の
支
給
額
六
〇
結
に
は
及
ぼ
な
い
。
同
じ
く
水
陸
斎
の
実
施
寺
刹
の
場
合
、
開
城
の
観
音
窟
の
元
属
田
が
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
五
結
、
津
寛
寺
の
そ
れ
が
六
〇
結
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
太
宗
六
年
の
定
数
寺
刹
と
は
別
枠
で
五
〇
結
前
後
の
田
地
が
支
給
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
世
宗
六
年
に
見
巌
寺
に
一
〇
〇
結
が
加
給
さ
れ
、
属
田
は
一
五
〇
結
と
な
っ
て
い
る
。
　
見
巌
寺
は
、
世
宗
七
年
（
一
四
二
五
）
一
二
月
に
同
じ
く
水
陸
社
で
あ
っ
た
江
原
道
の
上
元
寺
が
災
害
を
こ
う
む
っ
た
後
に
も
、
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
陸
斎
を
開
催
す
る
場
所
と
し
て
指
定
を
受
け
続
け
る
。
朝
鮮
初
期
に
は
、
高
麗
時
代
以
来
の
恒
例
仏
事
が
続
々
と
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
見
巌
寺
は
、
水
陸
斎
開
催
の
寺
刹
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
『
慶
尚
道
地
理
志
』
晋
州
道
居
昌
県
条
に
は
「
不
革
。
見
巌
社
。
春
秋
国
行
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
祈
恩
」
と
あ
る
。
見
巌
寺
は
居
昌
で
認
定
さ
れ
た
唯
一
の
寺
刹
で
あ
り
、
「
春
秋
国
行
祈
恩
」
と
は
年
二
度
政
府
が
開
催
す
る
水
陸
斎
を
指
す
の
で
あ
ろ
兎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔽
〔
海
印
寺
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
海
印
寺
は
、
慶
尚
南
道
陳
川
郡
伽
椰
面
に
所
在
し
、
太
祖
八
年
（
一
三
九
九
）
に
漢
陽
の
支
天
寺
か
ら
．
、
の
寺
へ
高
麗
再
離
大
覆
綻
の
経
板
が
移
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
世
宗
二
二
年
（
一
四
四
〇
）
に
、
世
宗
が
慶
尚
道
観
察
使
に
く
だ
し
た
命
令
の
中
で
、
海
　
殺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
寺
印
寺
は
太
祖
が
構
え
た
所
で
あ
り
、
壊
れ
た
と
・
、
う
が
あ
れ
ば
陳
川
郡
守
が
修
理
し
な
け
れ
ば
な
・
り
な
い
と
述
べ
た
と
い
亀
海
印
寺
鎌
自
体
は
新
羅
以
来
の
寺
刹
で
あ
る
も
の
の
、
大
蔵
経
経
板
の
移
動
に
際
し
て
太
祖
が
大
規
模
な
重
創
を
行
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
卸
海
印
寺
に
は
・
世
宗
六
年
以
前
に
は
八
〇
結
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
海
印
寺
の
元
属
田
は
太
宗
六
年
時
点
の
邑
外
各
寺
の
支
給
額
六
款
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
○
結
を
超
え
て
い
る
。
海
印
寺
は
、
経
板
が
収
蔵
さ
れ
る
前
年
の
太
祖
七
年
（
＝
二
九
八
）
正
月
以
来
、
福
霊
寺
と
と
も
に
田
租
を
自
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
ら
収
税
す
る
こ
と
を
特
別
に
許
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
経
板
の
印
経
事
業
を
行
う
ご
と
に
歴
代
の
国
王
か
ら
特
別
の
経
済
支
援
を
受
け
て
　
朝
　
（
鈎
）
お
り
、
海
印
寺
と
歴
代
国
王
と
の
密
接
な
関
係
に
よ
っ
て
支
給
額
が
二
〇
結
増
額
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
世
宗
六
年
に
海
印
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
寺
に
一
二
〇
結
が
加
給
さ
れ
、
属
田
は
二
〇
〇
結
と
な
っ
て
い
る
。
『
慶
尚
道
地
理
志
』
尚
州
道
陳
川
郡
任
内
冶
櫨
県
条
に
は
一
。
海
印
寺
」
と
あ
る
。
海
印
寺
は
、
陳
川
郡
で
認
定
さ
れ
た
唯
一
の
寺
刹
で
あ
っ
た
。
「
不
革
　
1
0
　
こ
れ
ら
の
寺
刹
の
元
々
の
給
田
額
（
元
属
田
）
や
立
地
か
ら
考
え
て
、
世
宗
六
年
認
定
の
四
ヵ
寺
に
は
太
宗
六
年
に
各
邑
の
邑
内
に
設
定
さ
れ
た
資
福
寺
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
断
俗
寺
と
祇
林
寺
は
界
首
官
内
の
認
定
寺
刹
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
海
印
寺
や
見
巌
寺
は
特
定
の
仏
事
に
か
か
わ
る
寺
刹
で
あ
っ
た
た
め
に
認
定
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
加
え
て
、
禅
宗
、
教
宗
各
二
ヵ
寺
が
指
定
さ
れ
、
禅
宗
の
断
俗
寺
と
教
宗
の
海
印
寺
、
禅
宗
の
祇
林
寺
と
見
巌
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
同
額
の
属
田
結
数
、
居
僧
数
と
な
っ
て
お
り
、
中
央
政
府
主
導
の
も
と
両
宗
の
均
衡
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
世
宗
六
年
四
月
に
認
定
さ
れ
た
全
国
三
六
ヵ
寺
に
つ
い
て
、
史
料
A
で
は
礼
曹
が
「
中
外
に
僧
徒
を
寓
す
る
に
堪
う
る
の
処
を
択
び
、
量
え
て
宜
し
く
三
十
六
寺
を
置
き
、
両
宗
に
分
隷
し
、
田
地
を
優
給
し
、
居
僧
の
額
を
酌
定
」
す
る
よ
う
に
と
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
定
数
外
の
寺
刹
の
扱
い
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
仏
宇
条
に
掲
載
さ
れ
、
か
つ
「
不
革
」
と
明
記
さ
れ
た
の
は
世
宗
六
年
四
月
に
認
定
さ
れ
た
定
数
寺
刹
の
四
ヵ
寺
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
寺
刹
は
原
則
と
し
て
一
旦
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
　
高
橋
亨
氏
に
代
表
さ
れ
る
通
説
で
は
、
世
宗
六
年
に
指
定
さ
れ
た
全
国
の
三
六
ヵ
寺
は
本
山
格
と
し
て
の
資
格
を
認
定
さ
れ
た
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
で
あ
り
、
ほ
か
の
寺
刹
を
す
べ
て
廃
止
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
実
際
、
太
宗
代
に
は
全
国
で
二
四
二
ヵ
寺
が
認
定
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
朝
鮮
時
代
に
は
一
五
世
紀
後
半
以
降
寺
刹
数
が
一
、
三
〇
〇
～
一
、
七
〇
〇
ヵ
寺
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
前
後
の
時
期
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
こ
う
し
た
見
解
が
出
て
く
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
高
橋
氏
ら
は
三
六
ヵ
寺
を
「
本
山
」
等
と
称
し
て
い
る
も
の
の
、
三
六
ヵ
寺
が
そ
の
ほ
か
の
寺
刹
を
支
配
し
た
り
、
統
括
し
た
り
し
た
論
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。
慶
尚
道
の
事
例
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か
ら
考
え
て
、
三
六
ヵ
寺
は
世
宗
六
年
当
時
に
廃
止
を
免
れ
た
寺
刹
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
「
本
山
」
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
そ
の
一
方
で
史
料
A
と
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
と
の
田
結
数
の
相
異
か
ら
、
世
宗
六
年
に
指
定
さ
れ
た
寺
刹
の
田
結
数
は
そ
の
ま
ま
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
ま
も
な
く
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
2
　
定
数
外
寺
刹
　
次
に
、
定
数
外
寺
刹
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
述
の
通
り
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
仏
宇
条
に
は
「
不
革
」
と
さ
れ
た
四
ヵ
寺
以
外
の
寺
刹
を
掲
載
し
て
い
な
い
も
の
の
、
仏
宇
条
以
外
の
条
文
の
中
で
二
ヵ
寺
に
つ
い
て
以
下
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
　
　
霊
妙
寺
。
唐
の
貞
観
六
年
、
新
羅
善
徳
王
の
時
瓶
す
る
所
な
り
。
殿
宇
三
層
、
体
制
殊
異
な
り
。
羅
時
靱
す
る
所
の
殿
宇
一
に
非
　
　
ざ
れ
ど
も
、
他
皆
頽
殿
し
て
以
て
尽
く
。
独
り
こ
の
殿
の
み
完
然
と
し
て
昨
の
如
し
。
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
亡
寺
奉
徳
鍾
（
鐘
か
）
。
大
歴
五
年
、
新
羅
の
恵
恭
王
の
時
、
鋳
る
所
な
り
。
重
さ
銅
一
十
二
万
斤
、
こ
れ
を
撞
か
ば
則
ち
声
百
　
　
余
里
に
聞
こ
ゆ
。
　
こ
の
二
つ
の
記
事
は
、
慶
州
に
存
在
し
た
霊
妙
寺
（
霊
廟
寺
）
、
奉
徳
寺
の
鐘
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
霊
妙
寺
は
多
く
の
仏
殿
が
建
て
ら
れ
た
も
の
の
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
編
纂
の
時
点
で
は
三
層
の
仏
殿
一
棟
の
み
が
残
る
状
態
で
あ
っ
た
。
『
慶
尚
道
地
理
志
』
で
は
廃
寺
と
な
っ
た
と
す
る
記
載
こ
そ
な
い
も
の
の
、
仏
殿
一
棟
で
は
「
僧
徒
を
寓
す
る
に
堪
う
る
の
処
」
（
史
料
A
）
で
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
霊
廟
寺
は
特
に
破
壊
こ
そ
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
寺
刹
と
し
て
の
機
能
を
事
実
上
喪
失
し
て
い
た
。
　
奉
徳
寺
は
「
亡
寺
」
と
な
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
寺
に
存
在
し
た
鐘
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
奉
徳
寺
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（
3
9
）
の
鐘
と
は
、
聖
徳
大
王
神
鐘
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
奉
徳
寺
が
廃
寺
と
な
っ
て
仏
旦
ハ
（
鐘
）
の
み
が
残
る
状
況
と
な
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
　
『
慶
尚
道
地
理
志
』
の
記
載
に
よ
る
限
り
、
慶
尚
道
で
は
断
俗
寺
等
の
四
ヵ
寺
の
み
が
定
数
寺
刹
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
寺
刹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
は
特
に
破
壊
こ
そ
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
僧
侶
、
田
地
、
奴
碑
を
喪
失
し
た
寺
刹
は
こ
こ
で
一
旦
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
　
慶
尚
道
で
は
世
宗
六
年
に
断
俗
寺
等
の
四
ヵ
寺
の
み
が
指
定
さ
れ
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
仏
宇
条
で
も
そ
の
四
ヵ
寺
の
み
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
に
は
次
の
一
一
ヵ
寺
の
記
載
が
見
ら
れ
る
（
表
2
参
照
）
。
　
慶
州
の
祇
林
寺
、
霊
妙
寺
、
奉
徳
寺
は
、
祇
林
寺
の
宗
派
、
給
田
額
以
外
は
す
べ
て
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
　
密
陽
の
螢
原
寺
、
厳
光
寺
は
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
記
載
の
な
い
寺
刹
で
あ
る
。
厳
光
寺
は
太
宗
七
年
に
密
陽
邑
内
の
資
福
寺
の
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
代
替
寺
刹
と
な
る
も
の
の
、
世
宗
六
年
に
再
び
定
数
外
と
な
っ
て
い
る
。
　
寧
海
の
葦
長
寺
も
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
記
載
の
な
い
寺
刹
で
あ
る
。
　
善
山
の
竹
林
寺
も
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
記
載
の
な
い
寺
刹
で
あ
る
が
、
か
つ
て
南
極
老
人
星
（
人
の
寿
命
を
つ
か
さ
ど
る
と
言
わ
れ
る
星
）
が
落
下
し
た
た
め
に
、
毎
年
二
度
、
中
央
か
ら
使
者
を
派
遣
し
て
祭
祀
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
「
今
」
は
そ
の
た
め
の
祭
星
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
寺
は
例
外
的
に
邑
城
（
府
城
）
内
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
文
宗
元
年
（
一
四
五
一
）
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
月
に
内
処
置
使
の
辛
晋
保
が
霊
山
県
の
県
監
趙
宝
仁
と
通
じ
て
竹
林
寺
の
寺
田
を
奪
っ
た
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
世
宗
一
四
年
（一
l
三
二
）
以
降
に
政
府
か
ら
老
人
星
祭
祀
の
た
め
の
寺
田
が
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
陳
川
の
海
印
寺
、
晋
州
の
断
俗
寺
、
居
昌
の
見
巌
寺
は
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
「
不
革
」
の
寺
刹
（
仏
宇
）
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
宗
派
と
給
田
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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晋
州
の
箋
渓
寺
は
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
記
載
の
な
い
寺
刹
で
あ
り
、
現
在
も
慶
尚
南
道
河
東
郡
花
開
面
に
所
在
す
る
。
た
だ
し
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
に
は
「
殿
宇
頽
妃
し
、
ロ
ハ
だ
新
羅
の
時
に
創
す
る
所
の
祖
師
殿
の
み
有
り
」
と
あ
り
、
祖
師
殿
一
棟
の
み
で
寺
刹
と
し
て
の
機
能
を
事
実
上
喪
失
し
て
い
る
。
　
表
2
　
慶
尚
道
内
寺
刹
一
覧
（
『
世
宗
実
録
』
巻
一
五
〇
・
地
理
志
・
慶
尚
道
）
邑
　
名
寺
　
名
記
　
　
　
　
　
　
事
慶
州
府
祇
林
寺
【
在
府
東
、
属
禅
宗
、
給
田
　
百
三
十
結
。
】
慶
州
府
霊
妙
寺
慶
州
府
奉
徳
寺
密
陽
都
護
府
螢
原
寺
【
在
府
東
。
】
密
陽
都
護
府
厳
光
寺
【
在
府
東
、
有
雀
舌
茶
。
】
寧
海
都
護
府
葦
長
寺
【
在
府
西
山
。
有
井
、
水
旱
無
増
減
。
不
潔
之
人
照
影
、
則
清
水
変
為
泥
色
渇
尽
。
】
善
山
都
護
府
竹
林
寺
在
府
城
内
西
隅
。
　
【
古
者
、
以
南
極
老
人
星
照
臨
之
地
、
毎
年
春
秋
、
遣
使
行
祭
、
今
有
祭
星
壇
。
】
陳
川
郡
海
印
寺
在
伽
椰
山
南
【
属
教
宗
、
給
田
二
百
結
。
（
以
下
略
）
】
晋
州
牧
断
俗
寺
在
州
西
四
十
二
里
【
属
禅
宗
、
給
田
一
百
五
十
結
。
（
以
下
略
）
】
晋
州
牧
隻
渓
寺
在
州
西
花
開
谷
【
殿
宇
頽
増
、
只
有
新
羅
時
所
創
祖
師
殿
。
（
以
下
略
）
】
居
昌
県
　
マ
マ
見
庵
（
巌
か
）
寺
在
加
詐
県
牛
頭
山
【
属
教
宗
、
給
田
一
百
五
十
結
。
我
太
祖
命
為
水
陸
社
、
毎
年
春
秋
、
降
香
設
斎
】
・
記
事
の
【
　
】
内
は
分
注
。
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『
慶
尚
道
地
理
志
』
と
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
の
寺
刹
関
連
の
記
事
を
比
較
す
る
と
、
前
者
で
は
仏
宇
条
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
特
に
独
立
の
条
目
は
立
て
ら
れ
ず
、
ほ
か
の
項
目
と
混
在
す
る
形
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
四
ヵ
寺
（
ほ
か
の
条
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
霊
廟
寺
、
奉
徳
寺
を
含
め
れ
ば
六
ヵ
寺
）
に
比
し
て
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
で
は
倍
近
い
数
の
寺
刹
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
加
増
部
分
の
寺
刹
は
、
宗
派
の
所
属
や
給
田
額
の
記
載
も
な
く
、
霊
妙
寺
や
墜
渓
寺
の
よ
う
に
廃
寺
同
然
の
も
の
、
奉
徳
寺
の
よ
う
に
実
際
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
寺
も
混
在
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
こ
れ
ら
の
寺
刹
を
掲
載
し
た
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
で
は
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
と
は
別
系
統
の
情
報
源
に
基
づ
い
て
、
寺
刹
関
連
の
記
事
を
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
で
は
、
分
注
で
定
数
寺
刹
の
属
宗
と
給
田
額
を
明
記
し
て
お
り
、
定
数
寺
刹
と
そ
の
ほ
か
の
寺
刹
を
区
別
し
て
い
る
。
　
最
後
に
、
容
宗
元
年
（
一
四
六
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
僧
寺
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
は
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
の
続
編
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
寺
刹
に
つ
い
て
は
僧
寺
条
が
立
て
ら
れ
、
寺
刹
の
位
置
す
る
山
、
寺
名
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
所
属
宗
派
の
名
を
記
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
僧
寺
条
に
は
、
禅
宗
三
九
ヵ
寺
、
教
宗
二
〇
ヵ
寺
、
未
詳
六
ヵ
寺
（
未
詳
は
い
ず
れ
も
慶
州
府
の
寺
刹
）
の
計
六
五
ヵ
寺
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
寺
刹
数
は
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
の
実
に
六
倍
に
も
な
る
。
　
さ
ら
に
、
宗
属
未
詳
の
慶
州
府
の
六
ヵ
寺
を
除
く
、
す
べ
て
の
寺
刹
が
禅
宗
か
、
教
宗
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
る
。
世
宗
六
年
で
は
禅
宗
二
ヵ
寺
、
教
宗
二
ヵ
寺
の
定
数
寺
刹
の
み
が
宗
派
に
属
し
て
お
り
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
で
も
同
じ
く
禅
宗
二
ヵ
寺
、
教
宗
二
ヵ
寺
の
定
数
寺
刹
の
み
分
注
の
中
で
宗
派
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
定
数
外
の
寺
刹
に
つ
い
て
は
宗
派
を
記
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
の
寺
は
宗
派
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
に
は
、
世
宗
六
年
段
階
の
定
数
寺
刹
で
あ
る
断
俗
寺
等
の
四
ヵ
寺
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
世
宗
六
年
の
定
数
寺
刹
と
定
数
外
寺
刹
と
の
表
記
上
の
区
別
は
な
く
14東洋文化研究13号
　
　
　
（
4
5
）
な
っ
て
い
る
。
　
『
慶
尚
道
地
理
志
』
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
、
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
と
続
く
一
連
の
地
誌
を
検
討
し
た
結
果
、
世
宗
六
年
四
月
の
改
革
は
主
要
寺
刹
を
禅
宗
、
教
宗
両
宗
の
い
ず
れ
か
に
所
属
さ
せ
、
田
地
、
奴
碑
を
支
給
し
て
住
僧
数
を
確
定
し
、
そ
の
一
方
で
定
数
外
の
寺
刹
は
原
則
と
し
て
一
旦
廃
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
う
し
た
原
則
は
ま
も
な
く
崩
れ
、
定
数
外
寺
刹
が
増
加
（
重
創
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
し
て
両
宗
に
所
属
し
て
い
く
こ
と
で
、
定
数
寺
刹
制
は
実
効
性
を
失
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
僧
寺
条
所
掲
の
寺
刹
は
、
未
詳
を
除
き
、
禅
宗
が
三
九
ヵ
寺
、
教
宗
が
二
〇
ヵ
寺
と
禅
宗
の
寺
刹
が
三
分
の
二
近
く
を
占
め
る
。
世
宗
六
年
四
月
の
改
革
で
は
全
国
的
に
も
慶
尚
道
で
も
禅
宗
属
の
寺
刹
と
教
宗
属
の
寺
刹
は
同
数
指
定
さ
れ
て
、
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
両
宗
間
の
均
衡
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
所
掲
の
寺
刹
は
禅
宗
属
の
寺
刹
が
増
え
、
均
衡
が
崩
れ
て
い
諸
衡
の
変
程
太
祖
代
以
来
中
央
毒
で
統
制
が
進
ん
で
き
た
状
況
か
巨
崖
示
⊥
ハ
年
以
隆
地
方
で
独
自
に
寺
刹
が
重
創
嚇
さ
れ
。
方
向
へ
転
換
し
鏡
果
で
あ
ミ
慶
尚
道
で
は
、
そ
の
後
寺
刹
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
仏
宇
条
で
は
二
長
七
八
ヵ
寺
を
掲
載
し
て
い
る
。
世
宗
六
年
施
行
の
定
数
寺
刹
制
は
や
が
て
「
死
法
」
と
化
し
て
い
く
が
、
上
記
の
転
換
の
分
水
嶺
と
な
　
綻
・
た
点
が
・
の
政
策
の
歴
史
的
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
　
　
　
　
　
　
四
お
わ
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
款
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泄
　
本
稿
で
は
、
『
実
録
』
の
叙
述
に
沿
っ
て
抑
仏
政
策
の
概
要
を
紹
介
し
た
上
で
、
地
方
社
会
の
具
体
例
と
し
て
慶
尚
道
地
域
を
取
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍
上
げ
、
世
宗
六
年
（
一
四
二
四
）
の
事
例
に
則
し
た
検
討
を
行
っ
た
。
結
果
、
世
宗
六
年
四
月
施
行
の
定
数
寺
刹
制
に
つ
い
て
、
一
部
の
寺
刹
を
本
山
格
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
必
ず
し
も
定
数
外
寺
刹
の
廃
止
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
通
説
に
対
し
、
主
要
寺
　
1
5
刹
を
禅
宗
、
教
宗
両
宗
の
い
ず
れ
か
に
所
属
さ
せ
、
そ
の
一
方
で
定
数
外
の
寺
刹
は
原
則
と
し
て
一
旦
廃
止
さ
れ
た
こ
と
、
た
だ
し
こ
う
し
た
原
則
は
ま
も
な
く
崩
れ
定
数
外
寺
刹
が
増
加
し
て
定
数
寺
刹
制
は
実
効
性
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
を
指
摘
し
た
。
以
後
、
慶
尚
道
で
は
そ
れ
ま
で
均
衡
を
維
持
し
て
き
た
禅
宗
、
教
宗
間
の
均
衡
が
禅
宗
側
に
大
き
く
傾
く
が
、
こ
の
変
化
は
中
央
政
府
主
導
の
統
制
か
ら
地
方
社
会
の
実
情
に
即
し
た
状
況
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
と
推
測
し
た
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
度
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
〈
東
ア
ジ
ア
学
〉
共
創
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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注
（
1
）
　
鄭
道
伝
の
こ
の
言
葉
は
、
太
祖
七
年
（
＝
二
九
八
）
に
鄭
道
　
　
伝
の
著
述
（
『
仏
氏
雑
弁
』
）
に
対
す
る
権
近
の
序
文
に
登
場
す
　
　
る
。
こ
の
序
文
は
『
三
峯
集
』
巻
九
、
『
陽
村
先
生
文
集
』
巻
　
　
一
七
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
（
2
）
　
元
来
、
こ
の
時
期
の
仏
教
政
策
を
指
し
て
、
廃
仏
政
策
、
斥
　
　
仏
政
策
、
排
仏
政
策
な
ど
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
　
　
「
廃
仏
（
斥
仏
、
排
仏
）
論
に
基
づ
く
、
抑
仏
政
策
」
と
と
ら
　
　
え
る
の
が
よ
り
実
態
に
即
し
て
お
り
、
近
年
の
韓
国
に
お
け
る
　
　
研
究
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（
韓
沽
　
　
励
『
儒
教
政
治
舛
仏
教
』
2
潮
閣
、
一
九
九
三
年
〕
等
）
。
（
3
）
　
李
相
悟
「
斥
仏
運
動
の
胎
生
と
成
長
ー
朝
鮮
に
於
け
る
儒
　
　
仏
交
替
の
機
縁
に
関
す
る
一
研
究
」
（
『
東
洋
思
想
研
究
』
三
、
　
　
一
九
三
九
年
）
、
金
海
栄
「
鄭
道
伝
釧
排
仏
思
想
」
（
『
清
渓
史
　
　
学
』
一
、
一
九
八
四
年
）
、
朴
太
源
「
麗
末
鮮
初
到
排
仏
斗
　
　
護
仏
論
理
　
　
三
峯
斗
己
和
暑
ス
τ
刈
ロ
〇
一
呈
」
（
『
釈
山
韓
鍾
万
　
　
博
士
華
甲
紀
念
韓
国
思
想
史
』
、
一
九
九
一
年
）
、
李
廷
柱
　
　
『
性
理
学
受
容
期
仏
教
批
判
斗
政
治
・
思
想
的
変
容
』
　
　
（
高
麗
大
学
校
民
族
文
化
研
究
院
、
二
〇
〇
七
年
）
。
（
4
）
　
韓
祐
励
「
麗
末
鮮
初
釧
仏
教
施
策
」
（
『
論
文
集
』
〈
刈
音
大
〉
　
　
六
、
一
九
五
七
年
）
、
韓
佑
励
「
世
宗
朝
州
銀
明
刈
潮
対
仏
　
　
教
施
策
」
（
『
震
檀
学
報
』
二
五
・
二
六
・
二
七
、
一
九
六
四
年
）
、
　
　
韓
佑
励
前
掲
『
儒
教
政
治
舛
仏
教
』
、
韓
基
先
「
朝
鮮
朝
世
　
　
宗
到
抑
仏
叫
信
仏
州
司
魁
研
究
」
『
弘
益
史
学
』
三
、
一
　
　
九
八
六
年
）
、
金
煉
泰
「
朝
鮮
太
宗
朝
釧
仏
事
外
斥
仏
」
　
　
（
『
東
洋
学
』
一
八
、
一
九
八
八
年
）
、
李
逢
春
「
朝
鮮
開
国
初
　
　
到
排
仏
推
進
斗
ユ
実
際
」
（
『
韓
国
仏
教
学
」
一
五
、
一
九
　
　
九
〇
年
）
、
李
逢
春
「
朝
鮮
世
宗
朝
潮
排
仏
政
策
叫
ユ
変
　
　
化
」
（
『
伽
山
李
智
冠
入
一
日
ロ
華
甲
紀
念
論
叢
韓
国
仏
教
文
化
思
　
　
想
史
』
巻
上
、
一
九
九
二
年
）
、
崔
在
酸
「
世
宗
代
3
6
寺
釧
　
　
指
定
斗
機
能
」
（
『
清
渓
史
学
』
一
四
、
一
九
九
八
年
）
、
李
廷
　
　
柱
「
朝
鮮
太
宗
・
世
宗
代
釧
抑
仏
政
策
斗
寺
院
建
立
」
　
　
（
『
韓
国
史
学
報
」
六
、
一
九
九
九
年
）
、
柳
基
貞
「
朝
鮮
前
期
　
　
僧
政
釧
整
備
叫
運
営
」
（
『
青
藍
史
学
』
五
、
二
〇
〇
二
年
）
、
　
　
金
相
永
「
王
組
茎
7
1
寺
社
革
罷
到
州
甚
斗
慰
瑚
」
（
『
僧
伽
」
　
　
一
九
、
二
〇
〇
三
年
）
。
（
5
）
　
金
甲
周
「
朝
鮮
前
期
寺
院
田
。
百
中
心
〇
一
呈
量
仏
教
界
動
　
　
向
潮
一
考
」
（
『
東
国
史
学
』
＝
二
、
一
九
七
六
年
）
、
金
甲
周
　
　
『
朝
鮮
時
代
寺
院
経
済
研
究
』
（
同
和
出
版
公
社
、
一
九
八
三
　
　
年
）
、
金
甲
周
「
朝
鮮
時
代
寺
院
田
釧
性
格
」
（
『
伽
山
李
智
　
　
冠
と
男
華
甲
紀
念
論
叢
韓
国
仏
教
文
化
思
想
史
』
巻
上
、
　
一
　
　
九
九
二
年
）
、
金
甲
周
『
王
組
刈
口
朴
亀
層
刈
朴
望
子
』
（
層
　
　
剋
ロ
τ
叫
朴
、
二
〇
〇
七
年
）
、
嚢
象
鉱
「
高
麗
後
期
寺
院
田
研
　
　
究
』
（
国
学
資
料
院
、
一
九
九
八
年
）
、
宋
珠
換
「
朝
鮮
前
期
釧
　
　
寺
院
田
ー
旦
「
司
王
室
関
連
寺
院
・
冒
ス
τ
刃
ロ
o
豆
」
（
『
韓
国
　
　
史
研
究
』
七
九
、
一
九
九
二
年
）
（
再
録
一
同
氏
『
朝
鮮
前
期
　
　
王
室
財
政
研
究
』
唱
ロ
τ
曽
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
李
柄
煕
「
朝
鮮
　
　
初
期
寺
社
田
釧
整
理
外
運
営
」
（
『
全
南
史
学
』
七
、
一
九
　
　
九
三
年
）
、
河
宗
睦
「
至
旭
室
7
1
朴
望
石
剛
　
　
号
升
喫
　
　
磐
唱
垂
翅
朴
砲
音
ス
τ
唱
O
豆
」
（
『
大
丘
史
学
』
六
〇
、
二
　
　
〇
〇
〇
年
）
。
（
6
）
李
廷
柱
前
掲
「
朝
鮮
太
宗
・
世
宗
代
釧
抑
仏
政
策
叫
寺
　
　
院
建
立
」
。
（
7
）
　
有
井
智
徳
「
李
朝
初
期
に
お
け
る
収
租
地
と
し
て
の
寺
社
田
」
　
　
（
『
朝
鮮
学
報
』
八
一
、
一
九
七
六
年
）
、
有
井
智
徳
「
李
朝
初
　
　
期
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
と
し
て
の
寺
社
田
」
（
『
朝
鮮
歴
史
　
　
論
集
』
上
巻
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
九
年
）
。
（
8
）
　
察
尚
植
氏
も
、
寺
刹
や
寺
刹
の
土
地
、
奴
碑
の
整
備
は
部
分
　
　
的
な
交
替
の
み
で
、
完
全
に
革
去
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
　
　
指
摘
し
て
い
る
（
察
尚
植
「
ヱ
司
・
王
想
刈
7
1
暑
E
朴
勉
子
　
　
廻
尋
斗
叫
刈
」
『
韓
国
史
論
』
〈
国
史
編
纂
委
員
会
〉
二
八
、
　
　
一
九
九
八
年
）
。
（
9
）
　
崔
在
酸
前
掲
論
文
、
九
二
頁
。
（
1
0
）
　
『
高
麗
史
』
巻
一
一
五
・
李
稿
伝
な
ど
。
（
1
1
）
　
『
密
記
」
は
風
水
の
大
家
と
さ
れ
る
僧
道
読
が
選
定
し
た
国
　
　
家
に
禅
益
す
る
寺
刹
を
記
録
し
た
書
で
あ
り
、
『
踏
山
記
』
は
　
　
地
方
の
寺
刹
を
記
録
し
た
書
で
風
水
に
関
係
し
た
書
で
あ
る
と
　
　
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
現
在
散
逸
し
て
い
る
が
、
両
書
に
中
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央
、
地
方
に
お
け
る
公
認
寺
刹
が
記
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
　
　
る
。
（
1
2
）
　
邑
と
は
、
各
道
の
下
に
存
在
し
た
留
守
府
、
大
都
護
府
、
牧
、
　
　
都
護
府
、
郡
、
県
の
行
政
区
画
の
総
称
で
あ
る
。
朝
鮮
前
期
に
　
　
は
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
約
三
三
〇
の
邑
が
存
在
し
た
。
（
1
3
）
　
『
太
宗
実
録
」
巻
一
一
・
六
年
三
月
丁
巳
条
。
（
1
4
）
　
『
太
宗
実
録
」
巻
一
四
・
七
年
一
二
月
辛
巳
条
。
（
1
5
）
　
『
世
宗
実
録
』
巻
二
四
・
六
年
四
月
庚
戌
条
。
（
1
6
）
　
宋
珠
換
氏
も
世
宗
六
年
の
政
策
が
王
室
関
連
寺
刹
を
中
心
と
　
　
し
た
仏
教
整
備
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
寺
刹
を
指
定
し
た
詳
細
な
　
　
基
準
は
わ
か
ら
な
い
が
、
地
域
的
な
案
配
を
考
慮
し
た
も
の
で
　
　
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
宋
珠
換
氏
前
掲
論
文
、
三
八
－
四
〇
　
　
頁
）
。
（
1
7
）
　
『
三
国
史
記
』
巻
九
・
新
羅
本
紀
・
景
徳
王
二
二
年
八
月
条
。
　
　
な
お
、
『
三
国
遺
事
』
巻
五
・
信
忠
掛
冠
条
に
よ
る
と
、
新
羅
　
　
の
景
徳
王
二
二
年
（
七
六
三
）
に
信
忠
が
致
仕
し
て
僧
と
な
っ
　
　
て
断
俗
寺
を
創
建
し
、
「
大
王
」
（
孝
成
王
か
景
徳
王
）
の
福
を
　
　
祈
っ
た
と
い
う
。
ま
た
同
条
所
掲
の
『
別
記
』
に
よ
る
と
、
　
　
（
七
四
八
）
に
李
俊
が
槽
淵
小
寺
を
改
創
し
て
大
刹
を
作
り
、
　
　
断
俗
寺
と
称
し
た
と
い
う
。
（
1
8
）
　
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
編
『
山
清
断
俗
寺
祉
発
掘
調
査
　
　
報
告
書
』
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
。
（
1
9
）
　
こ
の
碑
は
現
存
し
な
い
が
、
碑
の
内
容
は
『
海
東
金
石
苑
」
　
　
巻
一
に
収
載
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
2
0
）
　
『
世
宗
実
録
』
巻
二
六
・
六
年
＝
月
丙
戌
条
。
（
2
1
）
　
『
世
宗
実
録
』
巻
二
八
・
七
年
六
月
庚
子
条
。
（
2
2
）
　
『
三
国
遺
事
』
巻
二
・
万
波
息
笛
条
。
（
2
3
）
　
巨
済
県
と
は
元
来
巨
済
島
に
位
置
す
る
邑
で
あ
っ
た
が
、
　
　
「
倭
」
の
侵
入
を
避
け
る
た
め
、
高
麗
・
元
宗
一
二
年
（
一
二
　
　
七
一
）
か
ら
朝
鮮
・
世
宗
四
年
（
一
四
二
二
）
ま
で
居
昌
の
加
　
　
詐
県
（
見
巌
寺
の
所
在
地
）
に
僑
居
し
て
い
た
（
『
世
宗
実
録
』
　
　
巻
一
五
〇
・
地
理
志
・
慶
尚
道
巨
済
県
条
）
。
（
2
4
）
　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
・
四
年
二
月
戊
子
条
。
（
2
5
）
　
『
太
宗
実
録
」
巻
一
〇
・
五
年
一
一
月
癸
丑
条
。
（
2
6
）
　
『
太
宗
実
録
』
巻
二
七
・
一
四
年
二
月
庚
戌
条
。
（
2
7
）
　
『
世
宗
実
録
」
巻
二
四
・
六
年
四
月
庚
戌
条
。
（
2
8
）
　
こ
の
額
は
『
世
宗
実
録
』
巻
一
五
〇
・
地
理
志
・
慶
尚
道
居
　
　
昌
県
条
に
記
載
の
額
と
一
致
し
て
い
る
。
（
2
9
）
　
『
世
宗
実
録
』
巻
三
〇
・
七
年
一
二
月
甲
申
条
。
（
3
0
）
　
水
陸
斎
は
定
宗
二
年
（
太
宗
即
位
年
）
（
一
四
〇
〇
）
一
二
　
　
月
の
仏
事
廃
止
以
降
も
特
別
に
存
続
を
許
さ
れ
て
お
り
（
『
太
　
　
宗
実
録
』
巻
一
・
元
年
正
月
丁
丑
条
）
、
朝
鮮
初
期
に
仏
事
の
　
　
機
能
は
水
陸
斎
に
統
合
さ
れ
た
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
　
　
（
李
英
華
「
朝
鮮
初
期
仏
教
儀
礼
釧
性
格
」
『
清
渓
史
学
』
一
　
　
〇
、
一
九
九
三
年
）
。
（
3
1
）
　
同
じ
く
水
陸
斎
を
行
う
寺
刹
で
あ
っ
た
観
音
窟
や
津
寛
寺
と
　
　
は
異
な
り
、
世
宗
六
年
四
月
の
段
階
で
見
巌
寺
に
は
水
陸
位
田
　
　
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
の
欠
落
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
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各
道
、
各
宗
派
間
の
均
衡
を
考
慮
し
た
結
果
、
水
陸
位
田
を
除
　
　
く
一
五
〇
結
の
み
が
支
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
3
2
）
　
『
世
宗
実
録
』
巻
八
八
・
二
二
年
二
月
己
丑
条
。
（
3
3
）
　
『
太
祖
実
録
」
巻
＝
二
・
七
年
正
月
甲
戌
条
。
（
3
4
）
　
『
定
宗
実
録
』
巻
一
・
元
年
正
月
庚
辰
条
、
『
太
宗
実
録
』
巻
　
　
二
五
・
＝
二
年
三
月
庚
寅
条
。
（
3
5
）
　
こ
の
額
は
『
世
宗
実
録
』
巻
一
五
〇
・
地
理
志
・
慶
尚
道
陳
　
　
川
郡
条
に
記
載
の
額
と
一
致
し
て
い
る
。
（
3
6
）
　
コ
ニ
十
六
寺
ケ
寺
ハ
所
謂
本
山
格
ノ
寺
刹
ニ
シ
テ
、
他
寺
刹
　
　
ハ
其
支
配
ヲ
受
ク
ル
寺
輩
ト
シ
テ
存
在
シ
、
決
シ
テ
朝
鮮
全
土
　
　
二
一
二
十
六
寺
ケ
寺
ノ
ミ
留
メ
シ
意
ニ
ハ
非
ザ
ル
ナ
リ
。
サ
レ
ド
　
　
モ
太
宗
六
年
正
月
留
メ
シ
各
宗
合
計
二
百
三
十
ニ
ケ
寺
ノ
中
、
　
　
僅
二
一
二
十
六
寺
ノ
ミ
寺
格
ヲ
認
メ
ラ
レ
シ
ト
ス
レ
バ
此
ノ
改
革
　
　
ノ
勇
断
ナ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
」
（
高
橋
亨
『
李
朝
仏
教
』
宝
文
館
、
　
　
一
九
二
九
年
、
＝
二
二
頁
）
。
ほ
か
、
韓
祐
励
前
掲
『
儒
教
政
　
　
治
斗
仏
教
』
（
一
二
四
頁
）
、
崔
在
酸
前
掲
論
文
（
一
一
六
頁
）
、
　
　
等
で
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
李
逢
春
氏
は
、
　
　
三
六
寺
以
外
の
寺
刹
に
つ
い
て
、
居
僧
や
田
地
が
支
給
さ
れ
て
　
　
お
ら
ず
、
自
然
に
廃
寺
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
李
逢
春
　
　
前
掲
「
朝
鮮
世
宗
朝
潮
排
仏
政
策
斗
ヱ
変
化
」
、
一
二
四
　
　
五
頁
注
二
四
）
。
本
稿
で
は
李
氏
の
見
解
に
従
う
。
（
3
7
）
　
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
、
『
輿
地
図
書
』
に
依
拠
し
た
李
柄
　
　
煕
氏
の
整
理
に
よ
る
（
李
柄
煕
「
朝
鮮
時
期
寺
刹
釧
数
的
　
　
推
移
」
『
歴
史
教
育
』
六
一
、
一
九
九
七
年
）
。
（
3
8
）
　
一
五
世
紀
の
文
人
金
時
習
に
は
「
登
霊
廟
寺
浮
図
」
（
『
梅
月
　
　
堂
詩
集
』
巻
一
二
）
と
題
す
る
詩
が
あ
り
、
そ
の
分
注
に
は
　
　
「
惟
だ
一
木
浮
図
の
み
独
り
存
す
」
と
あ
る
。
金
時
習
は
木
塔
　
　
（
木
浮
図
）
の
み
残
る
霊
廟
寺
を
訪
れ
た
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
　
　
に
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
等
に
見
え
る
「
三
層
殿
宇
」
と
は
木
　
　
造
の
塔
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
田
中
俊
明
「
慶
州
新
羅
廃
寺
　
　
考
（
1
）
」
〔
『
堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
三
、
一
九
八
八
年
〕
、
　
　
三
六
ー
三
七
頁
）
。
（
3
9
）
　
現
在
は
国
立
慶
州
博
物
館
敷
地
内
の
鐘
閣
に
懸
け
ら
れ
て
い
　
　
る
。
（
4
0
）
　
た
だ
し
、
例
え
ば
世
宗
七
年
（
一
四
二
五
）
八
月
に
戸
曹
が
　
　
廃
止
さ
れ
た
寺
刹
（
革
去
寺
社
）
の
材
木
や
瓦
に
よ
っ
て
京
畿
　
　
道
高
陽
県
の
碧
蹄
駅
の
建
物
を
修
築
す
る
こ
と
を
求
め
て
裁
可
　
　
を
得
て
い
る
よ
う
に
（
『
世
宗
実
録
』
巻
二
九
・
七
年
八
月
戊
　
　
子
条
）
、
廃
止
寺
刹
の
財
産
は
必
要
に
応
じ
て
ほ
か
の
用
途
に
　
　
再
利
用
さ
れ
た
。
（
4
1
）
　
『
太
宗
実
録
』
巻
一
四
・
七
年
一
二
月
辛
巳
条
。
（
4
2
）
　
『
文
宗
実
録
』
巻
七
・
元
年
五
月
癸
亥
条
。
（
4
3
）
　
一
、
僧
寺
、
某
山
・
某
寺
・
某
宗
所
属
。
（
『
慶
尚
道
続
撰
地
　
　
理
誌
』
「
地
理
誌
続
撰
事
目
」
）
。
（
4
4
）
　
世
宗
六
年
一
〇
月
の
礼
曹
の
啓
に
は
「
全
羅
道
順
天
松
広
寺
　
　
は
曾
て
恭
靖
大
王
重
創
水
陸
社
、
留
後
司
興
教
寺
は
厚
陵
斎
宮
　
　
な
る
が
為
に
、
皆
宗
に
属
せ
ざ
る
は
未
便
た
り
。
乞
う
ら
く
は
　
　
禅
宗
全
羅
道
求
礼
華
厳
寺
・
黄
海
道
股
栗
亭
谷
寺
を
革
め
、
松
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広
・
興
教
二
寺
を
以
て
禅
宗
に
属
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
あ
り
　
　
（
『
世
宗
実
録
』
巻
二
六
・
六
年
一
〇
月
丙
寅
条
）
、
礼
曹
が
松
　
　
広
寺
と
興
教
寺
を
宗
派
に
属
さ
せ
る
代
わ
り
に
禅
宗
属
の
定
数
　
　
寺
刹
で
あ
る
華
厳
寺
と
亭
谷
寺
を
廃
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
　
　
こ
の
こ
と
は
、
世
宗
六
年
の
当
初
で
は
定
数
寺
刹
の
指
定
を
受
　
　
け
る
こ
と
と
宗
派
に
属
す
る
こ
と
が
不
可
分
に
関
係
に
あ
っ
た
　
　
こ
と
を
示
唆
す
る
。
（
4
5
）
　
晋
州
牧
の
例
を
提
示
す
る
と
以
下
の
通
り
。
「
禅
宗
属
、
知
　
　
異
山
　
五
台
寺
　
安
養
寺
　
化
龍
寺
　
月
牙
寺
　
法
輪
寺
　
百
　
　
岩
寺
　
青
谷
寺
　
青
原
寺
　
集
賢
寺
　
凝
石
寺
　
教
宗
属
、
知
　
　
異
山
断
俗
寺
」
（
『
慶
尚
道
続
撰
地
理
誌
』
晋
州
道
晋
州
牧
・
僧
　
　
寺
条
）
（
4
6
）
　
成
宗
五
年
（
一
四
七
四
）
閏
六
月
の
藝
文
館
副
提
学
任
士
洪
　
　
ら
の
上
疏
の
中
で
　
　
　
臣
等
謹
み
て
『
続
六
典
』
寺
社
定
数
条
を
按
ず
る
に
云
く
、
　
　
　
「
京
外
に
三
十
六
寺
を
置
き
、
両
宗
に
分
隷
し
、
傍
お
田
地
　
　
　
を
給
し
、
居
僧
の
額
を
酌
定
せ
よ
。
京
外
寺
社
奴
埠
及
び
法
　
　
　
孫
奴
脾
は
、
並
び
に
皆
属
公
せ
よ
」
と
。
（
『
成
宗
実
録
』
巻
　
　
　
四
四
・
五
年
閏
六
月
癸
丑
条
）
　
　
と
、
『
続
六
典
』
寺
社
定
数
条
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
　
　
に
、
世
宗
六
年
の
三
六
ヵ
寺
の
定
数
寺
刹
制
は
、
世
宗
代
に
編
　
　
纂
さ
れ
た
『
続
六
典
』
に
掲
載
さ
れ
、
『
経
国
大
典
』
編
纂
以
　
　
前
に
は
法
令
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。
た
だ
し
任
士
興
ら
は
寺
　
　
刹
の
増
加
を
抑
え
よ
う
と
す
る
意
図
に
即
し
て
原
則
論
と
し
て
　
　
引
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
成
宗
一
五
年
（
一
四
八
四
）
に
完
　
　
成
す
る
こ
と
と
な
る
『
経
国
大
典
』
で
は
寺
社
定
数
条
を
収
録
　
　
し
て
い
な
い
。
（
4
7
）
　
な
お
、
『
成
宗
実
録
』
巻
一
二
二
・
＝
年
（
一
四
八
〇
）
　
　
一
〇
月
壬
申
条
に
見
え
る
前
正
言
丁
克
仁
の
上
書
で
は
、
当
時
　
　
の
慶
尚
道
に
お
け
る
両
宗
所
属
の
寺
刹
を
三
千
ヵ
寺
と
し
て
い
　
　
る
。
上
書
に
は
こ
の
ほ
か
全
羅
道
二
千
ヵ
寺
、
忠
清
道
千
五
百
　
　
ヵ
寺
等
、
全
国
で
合
計
九
千
五
百
ヵ
寺
存
在
し
た
と
す
る
。
丁
　
　
の
上
書
に
は
誇
張
が
見
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
世
宗
　
　
六
年
の
定
数
寺
刹
制
が
大
幅
に
崩
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
　
　
え
る
。
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Buddhist　Monastery　Restriction　Policy　in　14240f　the　Chosun
Dynasty　and　the　Significance　一　with　cases　of　Kyoungsang
Province
YASUDA　Junya
Key　words：King　Sejong（世宗），　Kyoungsang　Province（慶尚道），　the
True　Record　of　the　Chosun　Dynasty（『李朝実録』），　Haeinsa　Temple
（海印寺），Kirimsa　Temple（祇林寺）
　　　When　the　Chosun　dynasty　was　established　following　collapse　of
the　former　Koryo　dynasty，　Buddhism　of　the　Korean　peninsula　that
had　flourished　during　the　Koryo　dynasty　encountered　severe
government　opPresslon・
　　　Quite　a　few　researches　had　viewed　these　phenomena　from　the
standpoint　of　the　central　Chosun　government　who　placed　restrictions
on　Buddhism；on　the　other　hand，　this　article　turns　around　the　previous
angle　and　explores　how　the　local　society　had　taken　in　the　same　changes．
　　　To　do　so，　the　rough　sketch　of　the　anti－Buddhist　policy　based　on　the
Annαls　of　the　Chosun　Daynαstbl　is　introduced　first．　Then　the　cases　of
the　Kyongsang　province　after　the　government　oppressive　policy　which
was　restricting　the　number　of　Buddhist　monasteries　in　effect　in　1424
（the　sixth　year　of　the　king　Sejong’s　reign）　is　further　analyzed・
　　　The　previous　researches　have　agreed　that　the　restriction　policy　did
not　necessarily　induce　closing　of　the　monasteries，　which　wgre　not
reserved　by　the　government．　However，　the　case　study　reveals　quite　a
different　result．　When　the　restriction　policy　was　in　effect　every
monastery　had　to　define　its　sect　either　Zen　Buddhism　or　Non－Zen
Buddhism，　and　within　the　sect，　the　not－appointed　monasteries　were　to
close　down．　Yet，　another　interesting　point　is　that　the　number　of
not－appointed　monasteries　had　gradually　increased　so　that　the　policy
soon　lost　its　binding　Power．
　　　Afterwards　the　balance　of　Zen　Buddhism　and　Non－Zen　Buddhism
had　been　lost　in　this　province．　The　increased　nUmber　of　Zen　Buddhism
monasteries　was　a　result　of　adjustment　between　the　control　of　central
government　and　the　actual　situation　of　local　society．
，
－「
1
